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論 文 内 容 の 要 旨
一 、東北 方言 の特性 と本研 究の 目的
東北方言 は、 「東北託 り」「ズー ズー弁」等 の ことばに代表 され るように、方言 の特性 が、音
声事象 の特異性 を もって言 い表 され る場合 が多 い。現 に、 その実相 は、 日本語 の方言音声全般
に照 らし合 わせてみて も、 とりわ け特徴的で ある。
また、単 に特徴 的であ るばか りではな く、 当方言 の特 に山岳辺境地域 等 に聞 かれ る音声 は、
時 に、古音残存 の姿 を示 唆す るもので もあ り、史的追究の観点 か らも、見逃 しがたい大 きな特
徴 を有 してい る。 ・
以上 のよ うであ り、東北方言 の各特性を改 めて整理 し直 してみ ると、 当方言 の方言 らしさを
形成 してい る一側面 は、感覚的 に も、本質的 に も、音声事象面 であるということがよ くわか る。
とす るな らば、当方言 を追究す る ことの意 義や可能性 の一側面 も、当然 の ことなが ら、 この音
声事象面 に見 出されるべ き もの と考え られ るのであ る。
本硬究で は、以上 のよ うな認識 の もとに、東北方言音声 の中の、特 に特徴 ある事象につ いて・
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次の諸項 を明 らか にす ることを目的 とす る。
a.東 北諸方言 の音声
イ.発 音実相 とその各実相 の発音(形 成)原 理
ロ.そ の地理的状況 の実際
ハ.そ の年 代的状況 の実際
二.そ の地理 的 ・年代的状況の意 味(そ れ に即 した各音声事象 の通時的展開)
b.東 北特 定方 言 の音声




上記 の 目的のため に、以下 の二側面 か らの調査追究 を行 う。
(1)東 北諸方言 の音声 についての方言地理学 的な調査追究
② 東北(北 奥 ・南奥)各 拠 点方言 の音声 にっいての微視的 ・ボー リング的な調 査追 究
前者 において は、東 北及 び隣接 の7県 、46地 点 を対象 と し、男女3世 代 の音声状況 とそ の相
関 にっいて、地理学 的 に追究 しよ うとする。
後者 において は、 先行 の方言 区画(北 奥方言 ・南奥方言)に 従 い、北 奥 ・南奥 の各拠点方言
(代 表1地 点)を と りたてて対象 と し、各 々の音声状況 につ いて、各年代、男女多人数 にわたっ
て、微視 的 ・ボー リング的に追究 しよ うとす る。




従来、方言音声 の分析 に際 しては、主 には、研究者 の聴覚的 な聞 こえが よ りどころとされて
きた。確か に、言語音 の分析で あ り、人間の耳 にどう聞 こえるか とい うことは、 分析上、極 め
て重要 な視点 となる。 また、各個人 の1回 ごとの発音(音 声)は 、厳密 には全 て異 なるのであ
り、 その意味 において も、聴覚 と して感知 しうる範囲で の音声 の把握 とい うことが、 ミクロな
レベルで の分析以上 に実質的 な意味 を持 って くることもあ る。
とは言え、一方 で、"聞 こえ"と は主観 的な ものである。能力の問題であると言 って もよい。
したが って、特 に中舌母音や子音の清 濁(そ の度合 い)な ど、 共通語 音 とは異 な る微妙 で中間
的な方言音声 を論議す るにあたって は、客観性 の保証が十分 には得が たいとい う問題 を抱 えた
中で、音の存否や変化 の是非が種 々に論 じられかねないとい う危険性が、常 にそ こには存在 し
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て きたよ うに思 う。
その意味 で、聴覚 中心 であ った これ まで の方言 音声の把握 とその成果 を、同時 に音響 学的 な
見地 か らもとらえ、検証 してい く方向性 とい うものが、今後、 さ らに強 く要請 されて くるので
はないだろ うか。 それは、既述 の客観性 とい う問題 に照 らし合 わせてみて も、 と りわ け重要 な
ことで あるよ うに思 われる。
本論で は、各発音 の実相 と性質 を、 まず は音響 分析図 と して客観的 に示 し、 それ に聴 覚的 な
聞 こえを照 らし合 わせ なが ら、方言音声 の現在状 況を整理 してい く。 それが、本研究 にお ける
分析 の視点 であ り、特徴 の一っ とい うことにな る。
三 、 調 査 の概 要
1.調 査 地 点
「ニ ー1.ア プ ロー チ の視 点 」 に記 した とお りで あ る。
2,対 象 話 者
次 の話 者 を対 象 とす る。
(1)東 北 諸 方 言
70歳 前 後(老 年 層)、40歳 前 後(中 年 層)、15歳 前 後(少 年 層)男 女 各1名 、 計6名
② 東 北(北 奥 ・南 奥)各 拠 点 方 言
① 青 森 県 北 津 軽 郡 金 木 町(北 奥 拠 点方 言)
80～10歳 代 の男 女 、 計56名
② 宮 城 県 亘 理 郡 山 元 町(南 奥 拠 点方 言)
80～10歳 代 の男 女 、 計55名
3.調 査 項 目
(1)音 韻(発 音)調 査
(2)ア ク セ ン ト調 査 く
の二 種 類 に分 か れ るが 、 本 論 で は、 そ の うち の 「(1》音 韻(発 音)調 査」 の結 果 を 取 り上 げ る。
音 韻(発 音)調 査 は、 計106項 目(た だ し、 そ れ は全 地 点 共 通調 査 の も の に 限 る)。 調 査 は、
い わ ゆ る謎 々式 の質 問 調 査 に よ った 。 た だ し、 当調 査 の場 合 、1項 目か ら種 々 の側 面 を読 み と
ろ う とす る意 図 が あ る た め、 項 目数 ど して は106で あ るが 、 実 質 的 な視 点 と して は そ の 限 りで
は な い(ex,「 江 戸 」 → 第 一 音 節/e/の 音 声 、 第 二 音 節/do/の 音声)。
4.調 査 年 月 日





第二節 子音後接母音 一/si//SU/の 問題を中心 に
第三節 連母音
第 四節 オ段長音 開合現象
第二章 子音
第一節 語 中 ・尾無声子音 の有声化
第二節 語 中 ・尾無声子音 の半有声 化




第二節 特殊音 の持続時間 と語 中 ・尾無声子音有声化現象 との相関




/i//e/発 音 全地点の音響分析 を行 い、 その音声状 況を分類。 それ らの地理 的 ・年 代的
状況 とその意味 とを追究 した。
第二節 子 音後接母音 一/si//SU/の 問題を中心 として
単音節語 と多音節語 とにおける/si//SU/発 音 にっ いて、 その音声状況を分 析。 単 音
節語 のそれにっ いては、地理的状況 にっいて、従来 の報告 と筆者の調査 結果 とを比較。 そ
の相違点 にっ いて追究す ると共 に、筆者調査 の中 ・少年層 へ の展開 と動向を明 らかに した。
多音節語 につ いて は、音環境 による発音 の相違 を究明 した。
第三 節 連母音
連母 音 の発音実相 を全地点 にっ いて音響分析 し、分類。 その地理 的 ・年代的状況 を明 ら
か にす ると共 に、 その融合原理 を母音干渉の視点 か ら究 明。 その原理が老～中年層 には働
くが、少年層 において は別原理が働 くことを明 らかに した。
第 四節 オ段長音開合現象
オ段長音開合現象 の痕跡的状況を、 山形県東 田川郡大鳥方言 に即 して検討。 当現象 の残
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存 ・衰 微の経過 傾 向を、語彙 の新 旧や年代差等、語性的 ・位相的側面 か ら追究 した。
第二章 子 音
第一節 語中 ・尾無声子音 の有声化
語 中 ・尾/k//t/子 音 の有声化 ・非有声化 の原理 を、 その前後接音 との関係 か ら、 一
般語 ・複合語 ・連文 節形 について究 明 した。
第二節 語 ・中尾無声 子音の半有声化
上節 の有声化 の実 相を さ らに細 密 に観察 す ると、有声化 の有無を にわか には判定 しがた
い、 中間的発音 がみ とめ られ る。 それを 「半有声化」 と称 し、 それ と して追究。 その音響
的特徴 を明 らかにす ると共 に、 その出現が、質 問調査 の場面 におき、50～30歳 代 とい う過
渡 的年代 に現 れ る音声的 に有意な現象であ ること、 さらに、 それが 自然談話で は有声 化 し
て現 れ ることを解 明 した。
第三節 語 中 ・尾有 声子音 の鼻音化
当域 方言 の特 徴で ある/9//d//z//b/濁 音直前鼻音介生現象 にっ いて、各濁音直
前 の鼻 音実相を音響的 に究明。 それ の地理的 ・年 代的状況 を明 らか にす ると共 に、昇音化
の調 音原理 と当地域鼻音化現象 との関連 を究明 した。
第四節/ki/の 破擦音化
/ki/が 〔ksi〕のよ うに破擦音化 して二重 調 音 され る現 象 にっ いて、 音響 学的 にそ の
音相 を解明。 その地理的 ・年代的状況 を明 らか にす ると共 に、 その よ うな発音 の生 成 は、
実 は、後接母音/i/の 中舌性 に規定 されて いるものであ ることを明 らか に した。
第三章 拍
第一節 特殊音 の持続時間
特殊音/R//Q//N/の 持続時間を、拠点方 言、 宮 城県 山元 町 の多人数 につ いて計
測。/R/の 場合 は当方言一拍分 の長 さよ り短 くな るが、/Q//N/の 場 合 はな らな い
ことを解 明。 さらにそれ ら各 々の地理的状況 を究 明 した。 この事実 究 明 によ り、 従来 の
「特殊音一括短縮 一シラ ビーム方言」 という常識 は、「/R/の み短縮 一それのみがシラビー
ム方言」 と訂正 されねばな らない ことになる。
第二節 特 殊音の持続時 間 と語 中 ・尾無声子音有声化現象 との相 関
一 般 に、特殊音/R//Q//N/た 後 接 す る/k//t/は 有 声化 しな い。 しか るに、
/R/が 上節のよ うに短縮化 し、長音 としての本来的性格を失 うことにな った。 そ の こ と
が、/k//t/の 有声化 に どう関 わ るかを音響分析 によ り検討。 それ(短 縮化)が/R/
のみを有声化 させ る要 因 とな って働 いている ことを明 らか に した。
第三節 特殊音 の持続 時間 と連母音 の融合原理 との相関
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特殊 音/R/が 短縮化す る シラビーム性 は、/akeR/(赤 い)な どの連母音 の融合結果
音 と しての長 呼部 に対 してはど う作用す るのかを、拠点方言 の老 ・少年層を中心 に音響的
に計測 し明 らかにす る と共 に、そ の結 果 に基 づ き、老 ・少各 々の連母音融合原理 との相互
規定関係 にっいて も究 明 した。
六、本研 究の成果 と意義
本研究 は、 日本語方言 の中で も特別 に複雑多彩 な現象 を呈す る東北方言音声 にっ いて、 その
実 態 と現象 の理 を、
イ.拠 点 方言 に即 しての微視 的見地
ロ.多 地点方言 にわた っての巨視的見地




によって追 究 した ものであ る。
本研究 は、 このよ うに、微視 ・巨視相 まち、共 時 ・通 時両面 か ら、立体的 ・多面的 に、 さ ら
には音響学 的 に究明がな されてい る点 に特徴 と意義があ る。
ここに、 以下、本論文 の到達点 とその意義を まとめれば、次 のよ うになる。
まず大 き く、地理的 ・年代的な面 か ら見れば、 以下 の点 が特筆 される。
① 地理的 には、東北北西部 と南東部 との対立 が、 ほぼ全要素 にわたってみとめ られ、かっ、
その変 化 も、おお よそ後者(南 東部)が 先行、 そ こでの新興勢力が徐 々 に前 者(北 西部)
を駆逐 す るという形 で進展 してい く。
② 年 代的 には、"老 → 中→少"の 変化序列 が極 明瞭であ り、 また、 その うちの特 に中～少
年層 にか けての急速 な変化動 向によ り、事態 は、多 くの場合 において、一律 ・画一 化の状
況 へ と収束 されてい く(た だ し、 その画一化 の動 きに も、時 に、「①」 的 な、 北 西部 と南
東部 による遅速 関係 がみ とめ られ る)。
③ その"南 東部 か ら北西部へ"と い う地理 的な横 の動 きと、"老 ～少 年層へ"と い う年代
的な縦 の動 きとは、 おおむね呼応す るものであ り、 その両者が立体 的に一体 とな って、 当
方言 の音声事象(そ の現在状況)を 形成 してい る。
以上 は、 いずれ も、東北方言音声の動 態 とその方 向性 を示す ものであ り、特 に① ・② よ りう
かがえ る変化序列 の事態 は、大 き くは、方言 区画 や周圏論 の問題 にも関わ って くる重要 な究明
点 であ ると言 え る。
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他方、以上 の総体 的な成 果を踏 まえ、 さ らにそれを要素別 に見 るな らば、以下 の点が特筆 さ
れ る。
① 単母音(/i//e/)・ 子音後接母音(/si//su/)の 混 同 ・中舌 化現 象、 語 中 ・尾
子音 の半有声化現象、連母音 の干渉 ・融合化現象等 に、 白黒 によ って で は割 り切 れ ない、
いわゆ る中間相 の存在 をみ とめ、 その実相 と性質を音響学 的な見地 か ら明 らか にす る と共
に、 それの生成 や実現 の理 を、調音構造の生理的な側面、 当人 の音意識 の側面、 さ らには
史 的背景等 の通 時的側面 か ら総 合的に検討 し、明 らか に したこと。
一 従来 は、 その よ うな現象 の存否 いずれか一方のみ に注意が向けられて きがちであ った。
それを、 このよ うに中間相 をそれ として対象化 し、各々を相 関の相 として現象を と らえな
お してみ ることに より、従来見 えていなか った変化の通時的 ・過渡 的側面が明 らか になっ
た。 これ は、従来 の研究 の盲点 を補 う新 たな知見の付 加であ るとい う点 で、成果 と意義が
あ ると考 え られ る。
②/k//t/子 音 の有声化、/k/子 音 の破擦音 化等 、 子音部 に生 じる方 言音 声事 象 を、
む しろ付接母 音の広狭、な い しはそれの中舌性 の観点か ら検討 を行 い、 その現象 の理 を多
角的 ・相互 関連 的 に明 らか に した こと。
一 従来 は
、子 音 は子 音の現象 と して見 るにとどまる場 合が多 く、付接母音の調音や実相
がそれを規定 す るという見地 か らの分析が乏 しか った。筆者 においては、特 にこのよ うな
視点 か ら現象 を見 ることによ り、 その方面 の知見を従来 の研究 に新 たに付 け加え うる こと
にな った。
③ 特 に拍(時 間)と いう側面 に着 目 し、東北方言音声の シラ ビーム性 をよ り分析 的に、 よ
り客観 的 に検証 し、 明 らかに した こと。
③ 一1そ の持 続時間の実 際を、音響値 に基づ いて比 較 ・検討 す ることによ り、特殊音間
に、
/R/(シ ラ ビー ム)⇔/Q//N/(モ ーラ)
の ような差異 の存 す ることを明 らか に した こと。
③ 一2そ れ に基づ き、東北地方域 における シラビーム方言、 モー ラ方言各分布域 を大局
的 に明 らか に した こと。
③ 一3以 上 を、単 に拍(時 間)そ れ自体 の問題 に とどめず、 さ らにそ の他 の音 声現 象
(一 有声化現象、連母音融合化現象)と の関 わ りを見 るこ とによ り、 当 シ ラ ビー
ム現象の方言音声全体 の中で果 た しうる機能性 や意義 を、有機 的 ・発展的 に明 らか
に した こと。
一 従来、東北方言の シラ ビー ム性 につ いては、/R//Q//N/が 特殊 音 と して一 括
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的 に論 じられて きた。 それを、音響学 的手法 によ り客観 的かつ厳密 に時間測定 し、比較検
討 した結 果、上記 「③ 一1」 ～ 「③ 一3」 の結 論を得た。 そのいずれ もが、新視点の提示、
及 びその視点か らの新見の付加 とい う成果 と意義 を有す るものであ ると考 え られ る。
④ 山形 県東 田川郡大鳥 方言 におけるオ段長音開合現象の痕跡 的状況 にっ いて、歴史的開音
系語、 合音系語各々 にっいて、老中 ・男女、 多人数 にわた り、 明 らかに した こと。
一 今や、 オ段長音の開合現象 は、 当方言 の場合、 いよい よ末期 的状況 に至 っている。 そ
の意味 にお いて、先行 の調査 を補 い、 それを さ らに徹底 した ことは、最低、実態 の定着記
録 とい う点で、成果 と意義 を有す る ものと考え られ る。 これに基づ き、以後、文献国語史
上 の諸事 実 との比較や中世 か ら現代へ の通時的流れの跡 づけ、他方言 との比較対照 などが
あ る程 度可能 とな ろう。 さらには、 その残存 ・衰微 の経過傾 向や理法 をある程度究明 しえ
た点 は、言語変化 の理 を考 えるための、1っ の知見 の提供 に もなるか もしれ ない。
以上 の ようで ある。
いずれの要素 を見 る場合 に も、 まず は実態(聴 覚 的 ・音響学的実態)を 精 確 に把握 し、 それ
の究 明のための然 るべ き分析法 を見 きわめ、追究 を行 ったっ もりで ある。 それ により、従来 の
究 明事項 をさ らに発展的 に補 う点、従 来の研究 では視点 ・分析 の行 き及 ばなか った点等 が、上
記 の諸項 のよ うに明 らか とな った。 それが、 当論文 の現段階 にお ける到達点 であ ると共 に、 こ
こにな しえた本研究 の成果、意義であ る。
七、本研究 の今後 の課題 ・展望
今後、 さ らに補充的 ・発展的 に追究 すべ き課題 は、各章節 にわた り、数多 い。 その各 々にっ
いて考究を深 δ6、本論 で得た知見 をさ らに発展 ・展開 させ るな らば、本研究 は、 それへ の大 き
な礎 とな るで あろ う。
中で も、/S主//SU/の 実態 に見 出された分布境界域 の北上化傾 向等、特 に境界 接触 地域 の
音声事象 に関 して は、興 味やそれに伴 う課 題 も多 く、地点 ・話者 をさ らに充実 させた形 での調
査 ・追究 が肝要 であ る。
また、本研究 で は、各章節 の目的 に応 じ、調査 しえた範囲 の資料 を生 かすべ く、追究 を行 っ
たが、音響分析上 の制約 もあ り、特 に女子 の実態 にっ いて は、十分 に反 映 させて論 じることが
で きなか った部分 が多 い。 その分析 ・討究 の一層 の徹底 も一 っ の課題 とな る。 それ はまた、位
相差や個人差等、社会言語学的な研究課題 に もっ なが って い く大 きな課題 で もある。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究 は、 日本語方 言の中で も共通語 との違 いが著 しく、 また複雑 な様相 を示す東北芳言 の
音声 につ いて、 その実 態を全般 的に解 明 しよ うと した ものであ る。論の全体は言語要素 ごとに、
第1章 「母音」、第2章 「子音」、第3章 「拍」 とい うよ うに3章 に分 けて構成 され、 それぞれ
東北方言 に特徴 的な現象 が取 り上 げ られている。
まず、第1章 「母音」 の第1節 「単母音/i//e/」 で は、東北 方言 において統 合 傾 向が認
あ られる母音 イ ・エについて、調査結果 の音響分析 を行 うことでその音声 を客観 的 に把 握 し、
かつ、明 らかにな った特徴 が地理的 ・年代的 に見 てどのよ うな状況 にあ るかを検討 して い る。
また、第2節 「子音後接母音 一/si//su/の 問題を中心 と して」 で は、 やは り当地域 で 混同
されやす い シ ・スの発音 にっ いて、第1節 と同 じ手法で、音声 の客観的 な把握 と、地理的 ・年
代的 な状況 の検討 を行 っている。 さ らに、第3節 「連母音」 で は、 アイ ・アエなどの連母音 の
発音実相 をやは り音響分析 し、かっ、地理的 ・年代的状況 を明 らかにす る とともに、 その融合
原理 を母音相互 の干渉 とい う視点か ら究明 しよ うと して いる。
次 に、第2章 「子音」 の第1節 「語中 ・尾無声子 音の有声化」 においては、語中語尾 力行 ・
夕行子音 の有声化 ・非有声化 の原理 を、 その前接 ・後接音 との関係 か ら、一般語 ・複合語 ・連
文節形 にっ いて考察 している。 また、第2節 「語 ・中尾無声子音 の半有声化」で は、第1節 の
有声化 の実相 をさ らに細密 に観察す る ことにより、有声化 の有無 をにわかには判定 しが たい中
間的発音、す なわち 「半有声化」を認 ある。 そ して、 その音響 的特徴を明 らかにす るとともにぐ「
その出現 が年代的 に中年層 とい う過渡的年代 に現れ る音声 であ ることを明 らか に して いる。続
く第3節 「語 中 ・尾有声子音 の鼻音化」で は、 ガ行鼻音 の ほか、東北方言 の特徴で あるダ行 ・
ザ行 ・バ行子音 の鼻音化現象 につ いて、各子音直前の鼻音実相 を音響的に観察 し、その地理的 ・
年代的状況 を明 らか にす るとともに、鼻音化の調音原理 との関連 を考察 している。 さ らに、第
4節 「/ki/の 破擦音化」 においては、 キが 〔ksi〕の よ うに破擦 音化 して二 重調 音 され る現
象 につ いて、音響学的 にその音相 を分析 し、かっ地理的 ・年代 的状況を明 らかにす ると同時に、
そのよ うな発音 の生成 が後接母音 イの中舌性 に起因す ものであ ることを検討 している。
最後 に、第3章 「拍」 の第1節 「特殊音 の持続時間」 において は、長音 ・促音 ・掻音 の持続
時間 を、拠点方言で ある宮城県山元町 の多人数 について計測 し、長音 の場合 は当方言 の一般的
な拍 の1拍 分 の長 さよ り短 くなるが、促音 ・擬音の場 合にはそのよ うにな らないことを明 らか
に し、 それ らの地理的状況 の違 いに論を及ぼ してい る。 そ こでは、当方言 のシラ ビーム方言 的
特徴 が特殊音 のす べてに当てはまるとい う常識 に反 省を加 え、 そのよ うな特徴 は長音 にお いて
のみ顕著 で、促音 ・掻音 には強 く認 め られな いという見方 を新 たに提示 している。 また、第2
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節 「特殊音 の持続時間 と語中 ・尾無声子音有声化現象 との相関」で は、一般 に、長 音 ・促音 ・
掻音 に後接 す る力行子音 ・タ行子音 は有声化 しないと言 われて いることに対 して、第1節 で見
た ように長音 のみが短縮化 し本 来的な性格 を失 うことにより、 力行子音 ・タ行子音 の有声化 を
引 き起 こすが、短縮化 の起 こ らない促音 ・掻音 にっ いて は、その ようにな っていない ことを明
らかに して いる。 さ らに、 第3節 「特殊音の持続時間 と連母 音の融合原理 との相関」 において
は、長 音が短縮化 す るシラ ビーム性 が、 アケー(赤 い)な ど連母音 の融合音 として の長呼部 に
対 して ど う作用す るのかを、拠点方言 の老 ・少年層を中心 に音響 的に計測す る とともに、 その
結 果 に基づ き、老 ・少 それぞれの連母音融合原理 との関係 にっいて も検討 している。
以上、 本論文 の内容 について概観 したが、調 査や分析 の方法、得 られた結論の中で、次 のよ
うな点 は十 分評価 で きるものであ る。
まず、 イ ・エ ・シ ・スの統合現象、語中 ・語尾子音 の有声化現象、連母音 の融合化現象 など
に、 明確 に割 り切 ることのできない中間相 の存在 を認 め、 その実相 を音響学的な方法で詳 しく
観察 した ことが注 目され る。従来、 その ような現象 は、存否 いず れか一方 のみ に注意が向 け ら
れがちであ ったが、 中間相 に焦点 を当てて詳細 に観察す ることにより、 これまで見えて こなかっ
た変化 の過渡 的側面 が浮 き彫 りにな ったの は、従来 の研究 を補 う新たな知見 と言 って よい。
次 に、 これまで一律 に把握 されが ちだ った音声事象 にっ いて、個々の音声 ごとの詳細 な検討
によ り、対象 によ って異 な った傾向を示 しうることを指摘 した点が評価 され る。例 えば、拍 の
問題 を取 り上 げた第三章 はその代表 であ り、東北方言が シラ ビーム方言 であ ると言 って も、長
音 の場合 と、促音 ・掻音 の場合 とで は、 明 らかに傾向が異な ることを示 して い る。 この点 は、
子音 の有声化現象 や連母音融合化現象 への影響 の問題 にも発展 す るな ど、論 の広 が りを見せ て
いる。
さ らに、 この論文で は、東 北地方 の全域 にっ いて調 査結果 を示 してお り、従来漠然 ととらえ
られて きた音声現象 の分析 が、統一 的な調査で明確 に把握 された ことの意義 が大 きい。 また、
その よ うな地理的 な広が りのみでな く、老年層 ・中年層 ・若年層 の3世 代 に及ぶ調査が実施 さ
れた ことによ り、現代 におけ る変化 の動向 にっ いて も視野 に収 め られている点が新 しい。
本論 文 たは、 歴史的な考察 の深化 などの課題 も残 されているが、 そのよ うな課題 は、 本論 文
を土 台 に して発 展 させ うるテーマであ り、今後 の研究 に十分期待で きる もので あ る。 む しろ、
この論文 は、 これまで個 々ば らば らに しか把握 されて こなか った東北方言 の音声 にっいて、対
象 とす る音声項 目を広 く網羅 しなが らこの地方 の全域 に及ぶ実態を解明 し、 また、3世 代 にわ
たる年代差 まで明 らかに したとい う、 その総合性 を評価すべ きであ る。 しか もその調査 が個人
の力 によ り、短期間 に統一 的な方法で実施 され たの も驚嘆 に値 す る。東北方言 の音声 をそのよ
うな全体的 な立場か ら把握 した研究 はこれまで にな く、今後 の この分野 の基礎的 な研究 となる
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ことはまちが いない。
よって、 本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 されるに十分 な資格を有す る もの と
認 め られ る。
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